
〒100-8918 
東京都千代田区霞が関2丁目1番3号

日々の生活に寄り添いながら

持続可能で活力ある国土・地域づくり

豊かな暮らしに向けた思いを持ちながらも、働きつつ家族生活や子育てを

満足に送れなかったり、老後が心配であったり、子どもたちが大人になった

時にも元気な日本でいられるのかなど、多くの人がさまざまな不安を持ち

ながら生活しているのではないでしょうか。また、東日本大震災を経験した

ことで、いつ起こるかわからない災害への不安を改めて認識された方も多い

かと思います。

国土交通省では、みなさんの日々の生活に寄り添いながら、一人ひとり

の く ら し を 支 え る た め に さ ま ざ ま な 施 策 を す す め て い ま す 。

○国土交通省におけるとりくみの詳細は、ホームページに掲載しております。
http://www.mlit.go.jp 

○姉妹資料の「チャレンジャー、国交省。」もあわせてご覧下さい。

○お問い合わせ先
国土交通省総合政策局政策課
ＴＥＬ：（０３）５２５３－8２５６（直通）

平成２４年７月

国土交通省は、持続可能で活力ある国土・地域づくりを進めています。
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国 土 交 通 省 は ､ 人 に も ､

環 境 に も ､ 家 計 に も や さ し い ､

あ た ら し い ｢ 住 ま い 方 ｣ ､

あ た ら し い ｢ 移 動 の 仕 方 ｣ ､

あ た ら し い ｢ 暮 ら し 方 ｣

を 提 案 し 進 め て い き ま す 。

住む

人に、地球に、家計に、負担の少ないライフスタイルへ。

家計にも、環境にも、

負荷の少ない住み方を。

家計にもやさしいゼロ･エネルギー住宅 長くていねいに住宅を使う

ゼロエネルギー住宅イメージ

老後の
暮らしが

心配

電気代
上がりそうで

不安だわ

だれもが暮らしやすい

コミュニティへ。

｢医職住｣が集まって、つながる

暮らす

経済的負担の増加
仕事と⽣活・育児の両⽴
不安定な雇⽤、就業関係

保育所などの保育ｻｰﾋﾞｽの不⾜

⼦育てへの不安要因

⾼齢者の住環境に関する意向(上位3つ)
⾼齢者向けに設計されている

移動や買い物に便利である

医療や介護サービスなどが受けやすい

中古住宅購⼊時に求めるサービス
何か問題があったときに保証してくれる制度

公的な⽀援制度の充実
中古住宅診断制度

住宅履歴制度

①少子高齢化が進む中

で、

高齢者や子どもたちを

はじめ、あらゆる人が

安全で快適に生活で

き、

子育てもしやすい暮ら

し方、地域のあり方が

求められています。

②また、地球温暖化などの気

候変動やエネルギー問題へ

の対応が必要とされる中で、

この地球環境をどのように

して次の世代の子どもたち

に確実に引き継いでいくか

が重要な課題です。

③さらには、世帯

所得が減少して

いる中で、電気

代やガソリン代

の変動が家計の

不安要素となっ

ています。

｢住宅のゼロ・エネ化｣支援によってかしこく

電気を使って家計と地球にやさしい生活を

進めていきます。

住宅を長く大事に使うため、リフォームや

中古の住宅市場を元気にする取組をはじめ

ています。

駅の近くに､｢病院、介護施設｣､｢子育て施設｣､

｢職場｣､｢住居｣などが集まった、子どもから

お年寄りまで暮らしやすく環境にもやさしい

コミュニティづくりを進めています。

家計にやさしくて
地球にもやさしいなら

いいんじゃない！

中古物件を購⼊して良かった点
価格が安い

同じ予算で新築よりも広い家を購⼊できた

⾃分の好みに合わせてリフォームできる
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光熱費の削減効果

生活に必要な｢地域の足｣を確保する

快適に便利に移動する。

出かける

超⼩型モビリティの導⼊⽀援

これなら
気軽に

お出かけ
できるわね！

住まい周辺になければ困る施設
スーパー

医療・福祉施設
銀⾏・郵便局
公共交通機関

%
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N=994

⾼齢者のご意⾒
60 代…81.8%
70 代以上…83.8%

中古住宅市場の整備

売買

売主 買主仲介業者

インターネット
（情報提供事業者）

仲介業者

情報掲載 情報閲覧

アフター
サービス

保証提供者

ローン
提供者

（地方銀行等）

一般アクセス

検査
業者

リフォーム
業者

不動産
鑑定業者

※４人世帯の全国平均電気代は 月約１万円(2011年)

売電も含め
月々17,000円超の

プラス

＋

より快適に､より豊かに。｢住む｣､｢出かける｣を

車を持たない人が、どこに住んでいても､

快 適 に 便 利 に 出 か け ら れ る よ う ､ 鉄 道 や

バ ス 等 の 利 便 性 向 上 や 、 新 た な 移 動 手 段

として注目される「超小型モビリティ」の

実用化に取り組んでいます。

⾼齢者の⾃動⾞運転状況（75歳以上）

⾃動⾞を運転しなく
なった⾼齢者の内、
4割超が、鉄道やバス
などの公共交通機関を
利⽤するようになる。

12.0

19.3

16.5

11.7
71.5

69.0

0% 50% 100%

三⼤都…

地⽅都…

運転している 運転しなくなった
運転したことがない

地域公共交通確保のための事業例

病院や職場が
家から近いと
助かるわ！

【関係者の連携によるパッケージ型サービスの提供】

あなたのくらしのパートナー、国土交通省

【デマンドバス】
⼀般の路線バスの運⾏が
成⽴しない地域において、
住⺠の要望に応じて運⾏す
る輸送サービスを導⼊

【LRT】
バリアフリー化されたまち
づくりの⼀環として、低床
式⾞両等を導⼊

太陽熱温水器

高効率空調
蓄電池

高気密化

高断熱化 通風・換気による
暖冷房負荷の低減

地中熱利用

太陽光発電

高効率給湯器

ＨＥＭＳ

日射の
調節

%

⾃動⾞よりコンパクトで、地域の⼿軽な移
動の⾜となる１⼈〜２⼈乗り程度の⾞両
（エネルギー消費量は、通常の⾃動⾞に⽐
べ、１／６（電気⾃動⾞の１／２）程度）

【超⼩型モビリティ】

｢医職住｣ 近接まちづくりの事例（⿃取市中⼼市街地）

空き店舗
の利活⽤
と若⼿商
業者育成
の推進。
卒業⽣の
開業率：
69%

チャレンジショップ
事業

職 環境に配慮した循環
バスの運⾏、レンタ
サイクルの活⽤、歩
いて暮らせるまちづ
くりの推進。

100円循環バス｢くる梨｣

交
通

⿃取⽣協病院を中⼼市街地内で移転・拡充し、
健康福祉施設として再⽣。

整備後のイメージ図

医

現況

Ｊ
Ｒ
⿃
取
駅

既存建物の⽤途変更、共同建替え。
空き地の活⽤による⺠間集合住宅整備。住

電気自動車
の蓄電池と
の接続

※ＨＥＭＳ：ＩＴ技術を活⽤して、エネルギー需給を最適に管理・制御するシステム



建設後50年以上経過したインフラの割合 地⽅公共団体管理の通⾏⽌め
橋梁数（橋⻑15メートル以上）

この時代この地域のニーズを しっかりふまえて

人の体とおなじで、道路や堤防なども日々疲労し劣化します。

早期の点検や補修といった丁寧な管理により､インフラの

｢長寿命化｣をはかることで､必要なコストを節約しています。

必要なものから
優先的に

なが～く使って、
節約する

つくったものは大切につかう

近所の橋が
通行止めで
不便だわー

道路や
下水道が古く
なってるん

だって

大切な社会のインフラがいま老朽化してき

ています。きちんとメンテナンスし、毎日

の暮らしの快適さを向上させることはもち

ろん、いざというときは人の命を守るのに

役立てなくてはなりません。

長い年月をかけて築いてきたこの大切なイ

ンフラを、子どもたち、孫たちの世代にし

っかり引きついでいきます。

この子たちが
大きくなっても

安心なのね

UR賃貸住宅団地の建替によって⽣じた 敷地を⺠間事業者に賃貸し、
ｻｰﾋﾞｽ付き⾼齢者向け住宅、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、 ｸﾘﾆｯｸ、学習塾等を導⼊した事例

（横浜市港北区）

施設利⽤⾼齢者と
近所の保育園児との交流
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きびしい財政の中で、古くなった

インフラを単に更新するのではなく、

民間のお金や知恵を活用する｢PFI｣

というやり方をつかったり、どうし

ても必要なものから優先的に整備を

したり、公営住宅に福祉施設を併設

したり、さまざまな工夫をしながら

インフラを更新しています。

橋梁の架替えの例

やりくりを
上手に

民間のチカラも借りながら、かしこく

民間の資金、知見、人材も活用しながら、質を落とさず、

より安く、大切なインフラをメンテナンスしています。

また、つくったインフラを、もっと活用してもらえるような

工夫（規制緩和）もしています。

⻑井海の⼿公園 （神奈川県横須賀市）
⺠間資⾦を活⽤して整備された事例 ⺠間の知⾒の活⽤による、

下⽔道のコスト削減効果
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道路橋 排⽔機場、⽔⾨等 港湾岸壁
※約15万5千橋
（橋長15ｍ以上）

※約1万施設 ※約５千施設

⻑寿命化管理により、橋梁の修繕及び架替え経費が約８割削減
（群⾺県⻑寿命化計画の試算ケース）

⼩規模路⾯補修 下⽔管のリニューアル

従来型

長寿命化型

今後50年間で
約8割(5,200億円)削減

2011〜2060年
6400億円

1200億円

無駄なものは
いらないけれど、

必要なものは
ないと困る…

限られた予算のなかで満足度

ように、必要性の高いインフ

利用する人のニーズにあわせ、

合わせたりといった工夫をし

⾃転⾞道の整備の事例
公共⼈件費

運転管理
委託費

直接経費

補修費

⺠間委託

公共⼈件費
コスト削減

従来 ⺠間知⾒の
活⽤後

10％
削減

処理場の
⼈件費削減

⺠間の創意⼯夫、
補修の必要性の
⾒極め等による

効率化

住宅（介護型）
（２〜３Ｆ）クリニック

調剤薬局

学習塾
ディサービス

ショートステイ

住宅（⾃⽴型）
（２〜４Ｆ）

訪問介護

国道１７号 鷺⽯橋 (群⾺県)

新橋架設後も旧橋は歩⾏者・⾃転⾞専⽤橋として利⽤されている

＜旧橋＞ ＜新橋＞

暮らしを支えるインフラを、子どもたち、孫たちの世代に引き つぐために

の高いサービスが得られる

ラから整備・更新を行ったり、

必 要 な 施 設 を 新 た に 組 み

ています。

やりくりが
必要なのは
主婦と同じ
なのね！

｢目立たない｣けれど､安心･快適 な暮らしを支えるインフラ。

(事業費の⼀部を⺠間が負担し、料⾦収⼊等で回収）

（⼤阪府⼤阪市）

道頓堀沿いのオープンカフェ
オープン
カフェ

河川空間利用のイメージ

観
光
船

広告板
イベント
用照明

切符
売場

通学路における歩道整備の事例

（⻑野県北安曇野郡池⽥町）

⾹川・徳島県境の落橋事例
（架設:1952年〜約54年経過時）

あなたのくらしのパートナー、国土交通省

2010 2030



いつでもどこでも、安全・安心な暮らしを守るために。
今､ここで

地震が
起こっても
大丈夫かな

災害は、自分や家族がどこで何をして

いるときに起きるかわかりません。自宅

にいるとき、海辺にいるとき、山にいる

とき、駅にいるとき、都会にショッピン

グにきているとき…。いつでもどこでも、

安全・安心を確保し、命を守るためには、

さまざまな準備が必要です。

特に、大規模な災害に対して

は、住宅や駅の耐震化や｢イン

フラ｣を中心とした対策だけで

なく、帰宅困難の対策や物流

対策など「しくみづくり」も

重要な課題となっています。

⾸都直下型
地震 東海地震 東南海地震 南海地震

７０％程度 ８8％程度 ７０％程度 ６０％程度

マグニチュード7級の今後30年以内の地震発⽣確率

東日本大震災では、地震や津波により、12万

戸を超える住家が全壊しました。自宅での

被災を最小限にし、災害後の生活を速やかに

立ち上げるため、住宅の耐震化を推進してい

ます。

自宅
では…

いま住む家を、地震に強くする

都会への
外出時では…

帰宅困難者を支援する

東日本大震災により首都圏では帰宅困難者が約

515万人(外出者の約3割)発生したと推計され

ています。この経験をふまえて、都心の鉄道駅

や駅前オフィスビルなどにおいて、こうしたこ

とが起こらないような「しくみづくり」をして

います。

東⽇本⼤震災における
家屋被害

耐震性が不⼗分な住宅ストック
（2008年、推計）

耐震性あり
約3,900万⼾

耐震性なし
約1,050万⼾

2008:
耐震化率約8割

2015:
９割

うちの子は､
大丈夫

かしら？

そんな支援
があるんだ！

ないと絶対に
困るもんね！

耐震性がない 耐震化後

頑丈な家に
・税制優遇
・住宅ローン⾦利優遇
・耐震リフォームへの助成

⾼知県の広域物資拠点及び⺠間物資拠点
(倉庫･トラックターミナル)

それは
安心ね！

● 広域物資拠点
● ⺠間物資拠点

住宅耐震化⽀援

国土交通省は、東日本大震災からの

教訓をふまえ、民間のみなさんとも

協力をしながら、安全で安心な社会

や地域づくりを進めていくために、

さまざまな施策を展開しています。

｢災害に備えて…｣ 安全･安心のために。

都市再⽣特別措置法（改正）の概要

備蓄倉庫

都市公園の活用

一時退避の
誘導と

経路の確保

避難訓練

情報提供

耐震改修の促進備蓄倉庫等の確保

退避施設の確保

駅

必要な物が
きちんと届くように‥

支援物資の流通を確保する

こうして
守られて

いるのね！

【 ⽀援物資が滞留している保管スペース】

東日本大震災では、全国各地からの支援物資が

集中し、避難所への流れが一時的にとどこおり

ました。そこで、災害時に避難所に確実に支援

物資が届くように民間物資拠点を全国で395カ

所選定しました。

あなたのくらしのパートナー、国土交通省

災害を未然に防止する

近年、集中豪雨等による水害・土砂災害が頻発

しています。このような災害を未然に防止・軽

減するための取り組みを進めています。

被災地への迅速な支援により被害を最小限にする

大災害が発生した際に、全国の地方整備局の専

門家等より構成される緊急災害対策派遣隊

（TEC-FORCE）を派遣し、被災地の応急対

応・復旧等に係る支援をしています。

中川、倉松川、⼤落
古利根川等の各河川
の洪⽔を地下に取り
込み、江⼾川に流す
ことにより、市街地
での氾濫を防ぎ、⾸
都圏の安全・安⼼を
守っています。

【ＴＥＣーＦＯＲＣＥによる技術的助⾔】

【首都圏外郭放水路
の調圧水槽】

命や財産を
守るために…
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